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安
倍
内
閣
が「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」を
可
能
と
す
る「
解
釈
改
憲
」

の
閣
議
決
定
を
し
、「
戦
争
す
る
国
」へ
と
暴
走
す
る
事
態
の
な
か
で
、憲

法
９
条
は
、か
つ
て
な
い
重
大
な
局
面
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
重
大
な
情
勢
の
中
で
、全
退
教
は
第
24
回
総
会
の
決
定
を
ふ
ま
え

「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
！
」の
新
た
な
決
意
の
も
と
に
、「
憲
法

9
条
と
子
ど
も
・
青
年
の
命
を
ま
も
る
退
職
教
職
員
1
万
人
ア
ピ
ー
ル
運

動
」に
と
り
く
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、次
の
よ
う
な
役
割
と
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

◎
戦
中
・
戦
後
に
生
き
、教
育
に
か
か
わ
っ
て
き
た
退
職
教
職
員
に
と
っ
て
、

大
き
な
拠
り
所
で
あ
る
憲
法
を
守
り
ぬ
く
と
い
う
、大
き
な
意
義
を

も
っ
て
い
ま
す
。

◎
道
徳
の
教
科
化
、新
た
な
教
科
書
統
制
、6
・
3
・
3
・
4
制
や
教
育
委

員
会
制
度
の
改
悪
な
ど
、「
安
倍
教
育
再
生
実
行
会
議
」に
よ
る「
教
育

改
革
」を
阻
止
す
る
力
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

◎
来
年
の
通
常
国
会
に
予
想
さ
れ
る「
集
団
的
自
衛
権
」に
関
わ
る「
自

衛
隊
法
」な
ど
の
関
連
法
案
を
は
じ
め
、国
民
の
基
本
的
人
権
を
抑
圧

し
、「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」の
道
を
突
き
進
む
、自
民
党
の
改
憲
案
を

許
さ
な
い
国
民
的
共
同
の一
翼
を
担
う
も
の
で
す
。

◎
こ
の
ア
ピ
ー
ル
運
動
は
、立
場
や
信
条
・
組
織
の
違
い
を
超
え
た
全
国
退

職
教
職
員
の
新
た
な
共
同
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
、全
退
教
構
成
組
織
と
会
員
は
、元
管
理
職
関
係
者
の
共
同
声
明
、

地
域
で
の
定
期
的
な
街
頭
宣
伝
を
は
じ
め
、「
9
条
の
会
」、「
憲
法
会
議
」

「
平
和
委
員
会
」「
原
水
協
」「
脱
原
発
」の
活
動
、米
軍
辺
野
古
基
地
建

設
反
対
な
ど
の
運
動
の
な
か
で
、大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
や
教
育
実
践
の
な
か
で
、「
教
え
子
を
戦
争
に
送
っ

た
」痛
恨
の
歴
史
へ
の
思
い
が
、心
に
刻
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

1
9
5
1
年
、日
教
組
は
、忍
び
寄
る
戦
争
の
危
機
に
、「
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
る
な
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、高
知
県
教
組
の
竹
本
源
治

は「
戦
死
せ
る
教
え
子
よ
」と
い
う
詩
を
県
教
組
機
関
誌
に
発
表
し
ま
し

た
。こ
の
詩
は
、ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
1
回
世
界
教
員
大
会
で
朗
読

さ
れ
、参
加
者
の
深
い
感
動
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　「
逝
い
て
還
ら
ぬ
教
え
子
よ　

私
の
手
は
血
ま
み
れ
だ
！

君
を
縊
っ
た
そ
の
綱
の　

端
を
私
は
持
っ
て
い
た
…（
略
）

今
ぞ
私
は
汚
辱
の
手
を
す
す
ぎ　

涙
を
は
ら
っ
て
君
の
墓
標
に
誓
う

『
繰
り
返
さ
ぬ
ぞ
絶
対
に
！
』」

　

わ
た
し
た
ち
は
、会
員
の
み
な
さ
ん
が
先
達
の
痛
恨
の
思
い
を
今
に
受
け

継
ぎ
、「
憲
法
９
条
と
子
ど
も
・
青
年
の
命
を
ま
も
る
１
万
人
ア
ピ
ー
ル
運

動
」と
い
う
、歴
史
的
な
運
動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
訴
え
る
も
の

で
す
。

2
0
1
4
年
10
月
28
日

「
未
来
を
ひ
ら
く
憲
法
9
条
と
子
ど
も
・
青
年
の
命
を
守
る

  
退
職
教
職
員
１
万
人
ア
ピ
ー
ル
」運
動
の
推
進
の
た
め
に

全
退
教
会
員
、教
育
関
係
者
の
み
な
さ
ん

全
て
の
全
退
教
会
員
、教
育
関
係
退
職
者
の
み
な
さ
ん
へ

痛
恨
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
ぬ
た
め
に
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　日本国憲法は、まもなく施行70年を迎えようとしています。憲
法9条は、戦後、日本が世界の戦争に一度も参加することなく、
日本社会の平和的な発展に大きな役割をはたしてきました。
　ところが、ことし7月1日、安倍政権が「集団的自衛権の行使
を可能」とする閣議決定を行い、平和主義をうたった憲法は
制定以来、最大の危機を迎えています。国の最高法規を、一
時の内閣の閣議決定によって、その基本原則である「9条」を
骨抜にして「戦争する国」へと大きく舵をきり変えることは、民主
主義の根幹を踏みにじる暴挙です。

　1947年、文部省発行の教科書「あたらしい憲法のはなし」
は、「二度と戦争をしないように」戦力を放棄したことについて、
「日本は正しいことをほかの国よりさきにおこなったのです」と
記しました。それは戦禍のなかの子どもと教職員にとって大きな
〝希望の光〟でした。
　ところが、その〝希望〟も束の間、歴代の政権政党によって、
憲法の精神と平和的で民主的条項は骨抜にされるなど、幾度
も「改憲」の風雨にさらされてきました。しかし、〝平和が一番〟と
いう国民の力によって「明文改憲」を許さず、今日に至ってい
ます。
　憲法9条「改正」反対の国民世論は6割近くにも達し、今回
の閣議決定による「解釈改憲」に、「改憲」論者や与党内部か
らも批判の声があがりました。閣議決定に反対する自治体決
議は190を超え、憲法研究者157氏の声明が発表されました。
また、イラクへの日本の自衛隊派遣という重大事態のなかで、

大江健三郎さんなどの呼びかけで結成された「9条の会」は、
思想・信条・立場を超えて全国で7000にも及び、草の根から大
きな波となっています。
　さらに、1999年にオランダのハーグで開催された「世界平和
市民会議1999」では、最重要課題として、「各国議会は、日本
国憲法9条のような、政府が戦争することを禁止する決議を採
択すべきである」と決議しました。このように憲法9条の精神は、
国際的な流れにもなっています。

　いま、子どもたちは、国際紛争で多くの幼い命が犠牲になっ
ている現実に心を痛めています。「おとなはなぜ戦争するの？」
「どうして話しあいで解決できないの？」と問い、「おとなが起こ
した戦争の犠牲になるのはいや」（『子どもの声を聞く文学者
の会』編「おとなはなぜ戦争するの」）と訴えています。おとな
は、この問いかけや訴えに誠実にこたえる責任があります。
　ところが、安倍内閣は「教育改革」によって、教科書などの
教育内容に過去の侵略戦争を美化し、「愛国心」を押しつけ
て、人間の内心にまで介入し統制する動きをいちだんと強めて
います。わたしたちは、命を育む教育の営みに関わってきたもの
として、教え子、未来ある子ども、青年を戦場に送ることをぜっ
たいに許すことはできません。
　戦争か平和の道かという、せめぎ合いの中にあるいま、教え
子・保護者・国民のみなさんが安倍内閣の「集団的自衛権行
使」を認める閣議決定を撤回させ、憲法9条と子ども・青年の命
をまもるために、ともに歩まれることを心から呼びかけるものです。

力をあわせ、憲法9条と
子ども・青年の命を守りましょう

「集団的自衛権行使」に道をひらく閣議決定撤回を求めます

退職教職員1万人アピールに賛同します
都道府県
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コメント（ご意見や今考えていることなど、どんなことでもお書きください）

退職時の学校名
（よければお書きください）

憲法９条は人類の宝─わたしの希望です
「おとなはなぜ戦争するの？」─その訴えに応えて

〈 切り取って各都道府県退教にお届けください 〉


